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いみず野
第20回 親子の集い ちゃぐりん大会



7
月
31
日（
金
）、
射
水
市
大
島
農
村
環
境
改

善
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て「
第
20
回 

親
子
の
集
い 

ち
ゃ
ぐ
り
ん
大
会
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
子
ど
も
向

け
雑
誌
、
ち
ゃ
ぐ
り
ん（
チ
ャ
イ
ル
ド
、
グ
リ
ー

ン
、
ア
グ
リ
カ
ル
チ
ャ
ー
）の
普
及
拡
大
を
目
的
に

次
世
代
を
担
う
子
ど
も
達
を
集
め
、
い
の
ち
・
自

然
・
食
べ
物
の
大
切
さ
を
感
じ
て
も
ら
う
こ
と
を

目
的
に
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め

今
年
は
５
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
児
童
・

保
護
者
合
わ
せ
て
約
60
名
と
多
数
の
方
々
に
参
加

い
た
だ
き
ま
し
た
。

午
前
中
は
、「
ち
ゃ
ぐ
り
ん
」の
読
み
聞
か
せ
、

野
菜
や
農
業
を
題
材
に
し
た
○
×
ク
イ
ズ
、
ニ
ジ

マ
ス
の
つ
か
み
取
り
を
し
ま
し
た
。

昼
食
に
は
、
女
性
部
の
方
が
作
っ
て
く
だ
さ
っ

た
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
、
み
ん
な
で
と
っ
た
ニ
ジ
マ
ス

の
塩
焼
き
、
キ
ュ
ウ
リ
の
一
本
漬
け
な
ど
を
食
べ

ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
、
４
チ
ー
ム
に
分
か
れ
て
チ
ー
ム

対
抗
の
ゲ
ー
ム
を
し
、
ど
の
チ
ー
ム
も
大
き
な
歓

声
を
あ
げ
て
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

終
わ
り
に
、
冷
た
い
ス
イ
カ
が
振
る
舞
わ
れ
、

み
ん
な
美
味
し
そ
う
に
食
べ
て
い
ま
し
た
。
子
ど

も
達
が
走
り
回
っ
た
り
、
楽
し
そ
う
に
笑
っ
た
り

し
て
賑
や
か
な
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

親子親子のの集い集い

ちゃぐりんちゃぐりん大会大会

第20回

◯×クイズ

満杯レース

ＰＥＴボトルキャップを

拾い集めようゲーム

水風船キャッチ

ニジマスつかみ取り

女性部の皆さんの

カレー作り

読み聞かせ

「ちゃぐりん」の
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射
水
市
で
は
、
令
和
６
年
度

中
に
16
地
区
に
分
け
て
「
地
域
計

画
」
を
策
定
（
従
来
の
「
人
・
農

地
プ
ラ
ン
」
は
14
地
区
に
て
策

定
）
す
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、

３
月
に
は
５
地
区
に
お
い
て
検
討

会
が
行
わ
れ
、
他
の
11
地
区
に
お

い
て
は
６
月
末
か
ら
７
月
に
か
け

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

国
内
で
は
、
人
口
の
減
少
と
高

齢
化
が
本
格
化
す
る
中
で
、
農
業

者
の
減
少
や
耕
作
放
棄
地
の
拡
大

が
加
速
化
し
、
地
域
の
農
地
が
適
切
に
利
用
さ
れ
な
く
な
る
こ
と
が
懸

念
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
課
題
に
つ
い
て
、
地
域
農
業
を
け
ん
引
す
る
担
い
手
農

家
や
農
業
生
産
基
盤
を
担
う
生
産
組
合
の
代
表
・
農
業
委
員
の
方
た
ち

が
参
集
し
地
域
に
お
け
る
農
業
の
将
来
の
在
り
方
を
に
つ
い
て
話
し
合

い
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

話
し
合
い
で
は
、
地
域
が
抱
え
て
い
る
問
題
や
課
題
解
決
に
向
け

た
ア
イ
デ
ィ
ア
を
出
し
合
い
、
意
見
を
取
り
ま
と
め
て
グ
ル
ー
プ
ご

と
に
発
表
を
行
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
10
年
後
の
目
標
地
図
を
作
成

す
る
た
め
、
地
区
内
の
農
地
地
図
を
広
げ
て
作
付
け
が
行
わ
れ
て
い

な
い
農
地
の
今
後
の
扱
い
や
分
散
錯
誤
の
解
消
な
ど
に
向
け
意
見
が

出
さ
れ
ま
し
た
。

ど
の
地
区
も
活
発
な
話
し
合
い
が
行
わ
れ
、
今
後
の
地
域
農
業
の
活

性
化
に
つ
な
が
る
有
意
義
な
検
討
会
と
な
り
ま
し
た
。

太閤山支店

三島野支店

東部支店

太閤山支店

三島野支店

東部支店

南郷支店

本店

東部支店

旧片口支店

小杉支店

金山地区

二口地区

下地区

黒河地区

橋下条地区

七美地区

浅井地区

水戸田地区

本江地区

片口地区

三ケ・戸破・大江地区
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『地域計画』
策定検討会
開催
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いいみみずず野野トトピピッッククスス

愛
知
県
で

愛
知
県
で

　
「
富
山
ブ
ラ
ッ
ク
」
枝
豆
販
売

　
「
富
山
ブ
ラ
ッ
ク
」
枝
豆
販
売

７月下旬

７/19

７
月
19
日
（
金
）
、
射
水
市
立
中
太

閤
山
小
学
校
に
お
い
て
射
水
市
特
産

黒
大
豆
枝
豆
「
富
山
ブ
ラ
ッ
ク
」
の
贈

呈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
い
み

ず
野
で
は
、
射
水
市
の
特
産
品
で
あ

る
「
富
山
ブ
ラ
ッ
ク
」
を
ぜ
ひ
、
市
内

の
児
童
生
徒
に
知
っ
て
ほ
し
い
と
い

う
思
い
か
ら
市
内
小
・
中
学
校
で
学

校
給
食
と
し
て
提
供
し
て
い
ま
す
。

当
日
は
３
年
生
が
贈
呈
式
に
参
加
し
、

塚
本
組
合
長
か
ら
の
挨
拶
の
あ
と
代
表

者
３
名
が
枝
豆
を
受
け
取
り
ま
し
た
。

今
回
受
け
取
っ
た
３
年
生
は
、
7
月
12
日（
金
）に（
農
）土
合
営
農
組
合

の
枝
豆
圃
場
で
社
会
見
学
を
行
い
「
富
山
ブ
ラ
ッ
ク
」
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

児
童
は
「
普
通
の
枝
豆
と
の
味
の
違
い
は
何
で
す
か
」「
一
日
に
ど
の
く
ら
い

の
枝
豆
が
収
穫
さ
れ
ま
す
か
」「
枝
豆
の
収
穫
は
何
時
か
ら
行
わ
れ
ま
す
か
」

な
ど
積
極
的
に
質
問
し
て
い
ま
し
た
。

学
校
給
食
に
提
供
さ
れ
た
「
富
山
ブ
ラ
ッ
ク
」
を
口
に
し
た
児
童
は
「
甘

い
！
」「
と
っ
て
も
美
味
し
い
！
」「
お
か
わ
り
し
た
い
！
」
と
笑
顔
で
給
食
を

楽
し
み
ま
し
た
。

７
月
下
旬
、
愛
知

県
に
お
い
て
富
山

ブ
ラ
ッ
ク
の
販
売

応
援
を
行
い
ま
し
た
。

マ
ッ
ク
ス
バ
リ
ュ
千

種
若
宮
大
通
店
・
名

西
店
で
は
、
昨
年
よ

り
販
売
応
援
を
行
っ

て
お
り
、
富
山
ブ

ラ
ッ
ク
を
多
く
の
お
客
様
に
知
っ
て
い
た
だ
き

た
い
と
い
う
思
い
で
参
加
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
ね
ぎ
た
ん
・
た
ま
ね
ぎ
・
こ
ま
つ
な

（
射
水
市
産
）等
の
富
山
県
産
野
菜
も
同
コ
ー
ナ
ー

で
販
売
さ
れ
、
富
山
県
産
野
菜
フ
ェ
ア
と
し
て

実
施
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
本
年
か
ら
新
た
に
、
お
と
う
ふ
工
房
い

し
か
わ
さ
ん
の
販
売
店
に
お
い
て
も
、
富
山
ブ
ラ
ッ
ク
の
販
売
応
援
を

行
い
ま
し
た
。
試
食
さ
れ
た
お
客
様
か
ら
は「
す
ご
く
甘
み
が
あ
っ
て
味

が
濃
い
ね
」「
ビ
ー
ル
の
つ
ま
み
に
最
高
だ
ね
」「
子
供
も
食
べ
や
す
い
」

な
ど
の
お
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

お
客
様
の
中
に
は「
以
前
富
山
に
住
ん
で
い
た
こ
と
が
あ
り
、
こ
れ
も

何
か
の
ご
縁
だ
か
ら
」
と
購
入
し
て

く
だ
さ
っ
た
方
も
い
ま
し
た
。

今
後
も
、
た
く
さ
ん
の
方
に
富
山

ブ
ラ
ッ
ク
の
美
味
し
さ
を
知
っ
て
い

た
だ
く
た
め
に
一
層
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

射
水
市
特
産
黒
大
豆
枝
豆

射
水
市
特
産
黒
大
豆
枝
豆

　
「
富
山
ブ
ラ
ッ
ク
」
学
校
給
食
に
提
供

　
「
富
山
ブ
ラ
ッ
ク
」
学
校
給
食
に
提
供

たくさん
知りた〜い！

いかがですか
〜！

マックスバリュ名西店とうふや豆蔵
プライムツリー赤池店内
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令和６年産米 概算金単価の設定について

米生産者の皆様へ米生産者の皆様へ

種　　類 銘　　柄 等級 概算金金額（加算金込） （参考）令和 5年産概算金

うるち米

富 富 富 １等 16,800円 13,800 円
コ シ ヒ カ リ １等 16,000円 13,000 円
て ん た か く １等 15,100円 11,600 円
て ん こ も り １等 15,100円 11,600 円
そ の 他 １等 14,600円 11,100 円

も ち 米 新 大 正 糯 １等 16,500円 14,200 円
そ の 他 １等 15,700円 13,400 円

種　　類 等　級 概算金金額 （参考）令和４年産概算金
う　る　ち　米 １等 10,000円 7,700 円

種　　類 等　級 概算金金額 （参考）令和４年産概算金
う　る　ち　米 １等 9,000円 6,700 円

・備蓄米出荷対象銘柄：てんたかく・コシヒカリ・てんこもり・あきだわら（出荷基準水分：15.0%以下）
・バラ、フレコンは上記金額から▲204円となります。

・バラ、フレコンは上記金額から▲204円となります。

・富富富について、栽培マニュアルの流通基準（「検査等級：１等」かつ「化学合成農薬の成分使用回数：12以内」）を満たす米穀には、
　概算金16,000円/60kg（税込）に800円／60kg（税込）を加算します。
　流通基準を満たさない米穀は、概算金のみのお支払いとなります。
・バラ、フレコンは上記金額から▲204円となります。
・「ＪＡ米」の要件を満たさない「一般米」は、上記金額から▲300円となります。
・需給動向をふまえて、概算金の追加払いを行う場合は、令和６年12月に実施されます。

（紙袋 60㎏あたり、消費税込）

（紙袋 60㎏あたり、消費税込）

（ＪA米、紙袋 60㎏あたり、消費税込）

流通経費項目名 うるち米 酒米 もち米 加工用米 備蓄米
流 通・ 保 管 等 に 係 る 経 費 1,952 1,796 1,706 1,800 1,407 
事 故 処 理 費 用 10 10 10 10 10 
手 数 料 726 726 726 495 726 
生産 ･ 集荷 ･ 販売等に係る経費 152 35 155 0 0 
需 給 調 整 経 費 30 0 0 0 0 
監査委員会経費（監査法人等による調査費用） 2 2 2 1 1 
その他（産地精米品質向上対策費等） 40 0 0 0 0 

合　　　　　　計 2,912 2,569 2,599 2,306 2,144 

（単位：円 /60㎏個、消費税込）

・共同計算における経費の上限見通しです。（共同計算以外で販売する米は上記の表とは異なります）

令和６年産米の最終精算

令和６年産出荷契約米等に係る流通経費の項目別単価上限見通し

令和６年産備蓄米の概算金

令和６年産加工用米の概算金

令和６年産出荷契約米の概算金

5

4

3

2

1

令和６年産米の販売が終了した時点で、種類ごとに共同計算を行い、銘柄・等級別に概算金との差額を精算いたします。
なお、概算金の償還額に不足が生じた場合は、出荷契約にもとづき、返還を求めます。

令和６年産米穀の出荷契約において、流通経費の項目別単価上限見通しを明らかにすることとしており、下表のとお
りとなります。
なお、需給環境の急激な変化等により、項目別上限単価を超えた場合は、その理由等の説明を行います。
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◆
協
議
事
項
◆

第
一
号
議
案
　
令
和
６
年
産 
Ｊ
Ａ
直
売
米
取
扱
計
画
数
量
に
つ
い
て

第
二
号
議
案
　
令
和
６
年
産
米
穀
等
の
農
協
販
売
手
数
料
の
設
定
に
つ
い
て

第
三
号
議
案
　
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
基
本
方
針
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

　

以
上
に
つ
い
て
協
議
し
、
全
議
案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

◆
協
議
事
項
◆

第
一
号
議
案
　
令
和
６
年
度
上
期
監
事
監
査
計
画
及
び
日
程
（
案
）
に
つ
い
て

第
二
号
議
案
　「
２
０
２
３
事
業
年
度
末『
体
制
整
備
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
報
告
』

監
査
意
見
」
に
つ
い
て

第
三
号
議
案
　
令
和
５
年
度
下
期
監
事
監
査
指
摘
事
項
に
関
す
る
措
置
回
答
に
つ
い
て

　

以
上
に
つ
い
て
協
議
し
、
全
議
案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

◆
報
告
事
項
◆

一
、
６
月
末
実
績
報
告
に
つ
い
て

二
、
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
基
本
方
針
に
基
づ
く
「
体
制
整
備
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
報
告
」
に
つ
い
て

三
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
一
部
改
訂
に
つ
い
て

　

以
上
に
つ
い
て
、
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

◆
報
告
事
項
◆

一
、
令
和
６
年
度
代
表
・
常
勤
監
事
会
議
報
告
に
つ
い
て

二
、「
み
の
り
監
査
法
人
」
期
中
Ⅰ
監
査
の
整
備
状
況
評
価
報
告
に
つ
い
て

三
、
令
和
４
年
度 

︱ 

令
和
５
年
度
県
下
Ｊ
Ａ
経
営
速
報
指
標
に
つ
い
て

　

以
上
に
つ
い
て
、
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

− 
第
27
回
定
例
理
事
会 

−

− 
第
20
回
監
事
会 

−

日
時
：
令
和
６
年
７
月
22
日（
月
） 

午
後
２
時
よ
り

場
所
：
Ｊ
Ａ
い
み
ず
野
本
店 

３
階
大
ホ
ー
ル

日
時
：
令
和
６
年
７
月
22
日（
月
） 

午
後
１
時
よ
り

場
所
：
Ｊ
Ａ
い
み
ず
野
本
店 

２
階
会
議
室

役
員
会
だ
よ
り

＊（　）内の数字は前年同期比

協同の力
ＪＡいみず野概況

（令和 6年７月末日）

正組合員数� 5,025 人　
� （△　 76 人）

准組合員数� 7,529 人　
� （△   119 人）

みなさまの貯金高� 1,389 億 37 百万円　
� （△     1 億 80 百万円）

みなさまへの貸出金� 287 億  9 百万円　
� （△     　　78 百万円）

長期共済保有高�2,423 億  7 百万円　
� （△ 127 億 65 百万円）

購買品供給高� 15 億 61 百万円　
� （△     　　92 百万円）

販売品販売高� 2 億 51 百万円　
� （△     　　41 百万円）

厚生連高岡病院からのお知らせ

近年の夏は暑くて大変ですね。気象庁は、2023年６～８月の日
本の平均気温は1898年以降で夏として最も高くなったと発表しま
した。2024年の夏も暑くなる確率が高いという予報が出ています。

暑い昼間はなるべく外出を控え、室温を適度に保ちながらお部屋
で体を動かしたりするように心がけましょう。屋外でウォーキング
等をする場合は、比較的涼しい時間帯にし、吸汗速乾性の高い服を
着たり帽子をかぶったりすることをお勧めします。

忘れてはいけないのが、水分補給です。気温が高いときや、運動したときには汗をかきやすく、
脱水症の危険が高まります。体内の水分が減ってしまうと、熱中症や脳梗塞、心筋梗塞になりやす
いともいわれています。

また、水分補給をする時には、あわせて塩分の補給をすることも大切です。コーヒーや紅茶など
のカフェインが含まれている飲み物には利尿作用があるため気を付けましょう。特に脳卒中や心筋
梗塞の既往がある方、生活習慣病を指摘された方は注意してください。

水分や塩分は、摂取しても体にすぐに行きわたるわけではないので、のどが
かわいたり、汗をかいたりした時だけではなく、こまめに補給するのがよいで
しょう。

運動は大事ですが、頑張りすぎはよくないので体調の維持や調整をする感じ
で、できる範囲で行いましょう。そして、水分や塩分の補給に注意しながら
健やかに暑さを乗り越えましょう。

水分補給で健やかに
厚生連高岡病院 リハビリテーション部 部長　菱 田 　 実

いみず野だより　6



女性部だより女性部だより

９
月
９
日（
月
）
健
康
教
室

　
　
10
日（
火
）
助
け
合
い
組
織
定
例
会

　
　
12
日（
木
）
ほ
っ
と
サ
ロ
ン（
水
戸
田
）

　
　
20
日（
金
）
手
芸
教
室

　
　
26
日（
木
）
料
理
教
室

　
　
　
　
　
　 

ほ
っ
と
サ
ロ
ン（
櫛
田
）

　
　
27
日（
金
）
ほ
っ
と
サ
ロ
ン（
二
ノ
井
）

今
後
の
日
程

＂「
東
北
の
マ
ザ
ー
」と
呼
ば
れ
た『
佐

藤 

初
女
さ
ん
』が
食
べ
る
人
を
思
い
な

が
ら
む
す
ぶ
お
む
す
び
＂と
題
し
て
６

月
22
日（
土
）、13
名
の
参
加
で
勉
強
会

を
行
い
ま
し
た
。講
師
に
は
、風
の
薫
り

代
表 

浅
野 

恭
子
先
生
を
お
迎
え
し
て

む
す
び
方
を
伝
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

部
員
の
皆
さ
ん
も
、こ
れ
ま
で
に
数

え
き
れ
な
い
ほ
ど
の
お
む
す
び
を
作
っ

て
き
た
と
思
い
ま
す
が
、初
女
さ
ん
が

言
わ
れ
た「
食
は
命
の
う
つ
し
か
え
」の

原
点
に
戻
り
、ぎ
ゅ
う
ぎ
ゅ
う
に
む
す
ぶ

の
で
は
な
く
、ふ
ん
わ
り
と
空
気
を
入

れ
て
む
す
ぶ
や
り
方
に
苦
戦
で
す
。中

に
は一口
含
む
ご
と
に
、口
元
か
ら
こ
ぼ

れ
て
い
く
方
も
い

ま
し
た
が
、ど
の

顔
も
皆
さ
ん
ほ

こ
ろ
ん
で
い
ま

し
た
。

そ
し
て
今
年

も
、フ
ァ
ー
ム

清
安
さ
ん
の
り
っ

ぱ
な
小
松
菜
で
、お

む
す
び
の
具
、小
松

菜
の
チ
ヂ
ミ
を
作
り
、

美
味
し
く
い
た
だ
き

ま
し
た
。

お
む
す
び
は
今
後
、地
域
の
ふ
れ
あ

い
食
堂
で
提
供
予
定
で
す
。お
む
す
び

を
通
し
て
、当
た
り
前
に
あ
る「
食
」に

そ
れ
ぞ
れ
何
か
を
感
じ
て
い
た
だ
け
た

ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

（
片
口
支
部
）

片
口
支
部
の
自
慢
な
と
こ
ろ
…
。

年
齢
の
垣
根
を
越
え
て
仲
良
く
楽
し

く
活
動
で
き
る
と
こ
ろ
！
こ
う
い
う
面

を
生
か
し
て
、昨
年
よ
り
教
養・知
性
豊

か
な
女
性
に
な
れ
る（
？
）よ
う
企
画
し

て
い
ま
す
。

今
回
は
、７
月
６
日（
土
）に
12
名
の

参
加
で
ク
ロ
ス
ベ
イ
新
湊
を
拠
点
に
Ｋ

Ｉ
Ｎ
Ｇ
Ｙ
Ｏ
さ
ん
の
つ
ま
み
細
工
に
挑

戦
し
、昼
食
は
旬
さ
ん
で
舌
鼓
を
打
ち

ま
し
た
。

七
夕
が
近
か
っ
た
の
で
、参
加
す
る

際
の
カ
ラ
ー
コ
ー
ド
は
黄
色
と
前
日
に

伝
え
た
と
こ
ろ
、皆
さ
ん
家
の
中
の
物

を
探
し
ま
わ
ら
れ
た
よ
う
で
し
た
。前

日
か
ら
遠
足
の
始
ま
り
に
な
っ
て
楽
し

め
た
よ
う
で
す
。（
カ
ラ
ー
コ
ー
ド
の
意

味
に
苦
し
ん
だ
部
員
さ
ん
が
た
く
さ
ん

い
ら
し
た
よ
う
で
す
。）

漫
才
の
よ
う
な
会
話
で
よ
く
笑
い
、

よ
く
食
べ
、帰
り
に
は
ア
イ
コ
ー
ル
さ
ん

の
シ
フ
ォ
ン
ケ
ー
キ
を
お
土
産
に
持
っ

て
、ニ
コ
ニ
コ
の
帰
宅
と
な
り
ま
し
た
。

（
片
口
支
部
）

７
月
31
日（
水
）、前
日
の
雨
と
打
っ
て

変
わ
り
抜
け
る
よ
う
な
青
空
の
下「
第

20
回 

親
子
の
集
い 

ち
ゃ
ぐ
り
ん
大
会
」

が
大
島
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
に
て

無
事
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
に
中
止
さ

れ
て
以
降
５
年
ぶ
り
の
行
事

で
、企
画
段
階
か
ら
運
営
に

到
る
ま
で
職
員
の
皆
さ
ま
に

は
大
変
な
ご
苦
労
が
あ
っ
た

こ
と
と
思
い
ま
す
。加
え
て

近
年
の
猛
暑
の
夏
、ど
の
く

ら
い
の
申
し
込
み
が
あ
る
か

と
予
測
も
難
し
い
中
、児
童

45
名
、父
兄
20
名
の
参
加
が
あ
り
、盛

況
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

「
黄
色
い
さ
い
ふ
」の
朗
読
中
に
は
、

会
場
の
皆
が
静
か
に
聞
き
入
っ
て
お
り
、

続
く「
○
×
ク
イ
ズ
」、魚
の
つ
か
み
取
り

で
は
活
発
に
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

つ
か
み
取
り
を
し
た
ニ
ジ
マ
ス
を
炭

火
で
焼
い
て
も
ら
い
、焼
き
立
て
の
美

味
し
さ
を
味
わ
っ
た
り
、女
性
部
の
皆

が
作
っ
た
カ
レ
ー
の
昼
食
、キ
ュ
ウ
リ
や

ナ
ス
の
漬
物
を
丸
ご
と
ほ
お
ば
っ
た
り

と
、こ
の
行
事
な
ら
で
は
の
豪
快
な
食

べっ
ぷ
り
も
見
ご
た
え
が
あ
り
ま
し
た
。

午
後
は
、水
風
船
キ
ャ
ッ
チ
、満
杯

レ
ー
ス
、「
Ｐ
Ｅ
Ｔ
ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ
プ
を

拾
い
集
め
よ
う
ゲ
ー
ム
」で
は
暑
さ
に

負
け
な
い
小
学
生
の
体
力
に
圧
倒
さ
れ

る
ば
か
り
で
し
た
。

お
や
つ
に
振
舞
わ
れ
た
冷
え
た
ス
イ

カ
の
瑞
々
し
い
甘
さ
が
、汗
だ
く
の
身

体
を
癒
し
て
く
れ
る
よ
う
で
し
た
。

久
し
ぶ
り
の
開
催
で
子
供
た
ち
の
賑

や
か
な
歓
声
を
聞
き
、は
じ
け
る
よ
う

な
笑
顔
を
見
る
こ
と
が
で
き
、自
然
の

中
で
遊
ぶ
機
会
が
減
っ
て
い
る
子
供
た

ち
に
と
っ
て
、貴
重
な
一
日
と
な
っ
た
の

で
は
な
い
か
と
実
感
い
た
し
ま
し
た
。

（
小
杉
支
部
）

「
第
20
回 
親
子
の
集
い

 

ち
ゃ
ぐ
り
ん
大
会
」

 

の
開
催

「
お
む
す
び
こ
ろ
り
ん

　
ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
小
松
菜
」

～
初
女
さ
ん
の
お
む
す
び
～

「
大
人
の
遠
足
」

～
新
湊
で
遊
び
ま
し
ょ
！
～

そ

ーっと そーっと…

そ

ーっと そーっと…

美味しくなぁれ！
美味しくなぁれ！

真剣に聞き入ります真剣に聞き入ります

楽しいひとときでした楽しいひとときでした

ご飯粒と優しく

手を繋ぐように

ニジマスは
どこ！？

舛田支部長舛田支部長によるによる

読み聞かせ読み聞かせ

犀藤部長犀藤部長のの
あいさつあいさつ
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第20回 親子の集い ちゃぐりん大会

いみず野だより　8




